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2026年
第2四半期号No.8プロフェッショナルのための半導体情報

 2030年商用化の6G通信システム、
 安全保障上の懸念から東西分離へ
─ � 米マサチューセッツ工科大学　アソシエートダイレクター  藤末健三氏

AIがもたらす
 巨大半導体需要の中身と
 これから起きること
急膨張するデータセンタへの
投資の意外な「流れ先」
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◉ � 「プロフェッショナルのための半導体情報 大山レポート」は、半導
体やその関連材料、部材、装置などの製造、流通、調達に関わ
る担当者、そして半導体業界の調査分析に携わる投資家、金融
機関、証券会社、調査会社、コンサルティング・ファーム、研究
機関などを含む「プロフェッショナル」の方々のための半導体情
報誌です。価格は 8万8000円（税込）です。

◉ �年4回（3月、6月、9月、12月）の発行を予定しています。

◉ �ご購入いただいた方には、下記の URLでの読者登録をお勧めし
ております。登録いただいた読者のみなさんには、編集長である大
山 聡が提供するコンサルティング・サービスや登壇するセミナ、出
演するYouTube 番組などの情報を随時お届けします。（読者登
録ページ URL https://grossberg.jp/oyama-report/）

※内容は変更になることがあります。
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